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５ 技術提案書の提出期間、評価基準等
 参加資格の確認後、参加資格を有する者に
別表１のに示す日付で技術提案提出要請を
通知する。
 上記５のの技術提案提出要請の通知を受
けた者は、別表１のに示す期間に、説明書
に示す技術提案書を提出すること。
 技術提案書の提案内容について、ヒアリン
グを行う。
 技術提案書評価基準は、説明書による。
 その他詳細は、説明書による。
６ 優先交渉権者の特定及び契約締結
 技術提案書の評価の結果、技術評価点が最
も高い者を優先交渉権者として特定する。
 技術評価点が同点の場合の優先交渉権者特
定方法 技術評価点が最も高い者が複数者い
る場合、下記のからの順で優先交渉権者
を特定するものとする。
 説明書に示す課題１の得点が高い者
 説明書に示す課題２の得点が高い者
 該当者にくじを引かせて優先交渉権者を
決める。くじの実施方法等については、別
途通知する。

 優先交渉権者の特定結果等の通知方法、時
期 優先交渉権者に特定した者には、特定結
果及び見積合せの日時を別表１のに示す日
付で書面にて通知する。
 優先交渉権者の特定後、技術協力業務の見
積合せ及び契約締結を行う。
 技術協力業務の契約締結後速やかに、説明
書に示す基本協定の締結を行い、その後基本
協定に基づき本建設工事の価格等の交渉を実
施し、交渉が成立した場合は、本建設工事の
見積合せ及び契約締結を行う。
交渉が成立しなかった場合は、交渉不成立
とし次順位の交渉権者に対して優先交渉権者
となった旨を通知する。次順位の交渉権者に
対しては、本建設工事の価格等の交渉の意思
の有無を確認した上で、技術協力業務の契約
締結及び本建設工事の価格等の交渉を行う。
 技術提案の履行に関する事項 受注者の責
めにより、技術提案内容が履行されない場合
は、契約違反行為に該当することから、違約
金及び指名停止等の措置を講じることがあ
る。

ただし、技術提案の設計において、発注者
と協議のうえ、発注者が技術提案を不履行と
する旨を指示した場合、又は施工条件の変更、
災害により受注者の責めにも帰すことができ
ない理由による技術提案の不履行について
は、この限りではない。
 その他詳細は、説明書による。
７ 発注者綱紀保持対策について
農林水産省の発注事務に関する綱紀保持を目
的として、農林水産省発注者綱紀保持規程（平
成19年農林水産省訓令第22号）が制定されまし
た。この規定に基づき、第三者から不当な働き
かけを受けた場合は、その事実をホームページ
で公表するなどの綱紀保持対策を実施していま
す。詳しくは、当省のホームページ（http://
www.maff.go.jp/j/supply/sonota/pdf/260403̲

jigyousya.pdf）をご覧下さい。
８ その他
 契約手続において使用する言語及び通貨
日本語及び日本国通貨

 契約保証金
 建設工事 納付（保管金の取扱店 日本
銀行金沢支店）。ただし、以下の条件を満
たすことにより契約保証金の納付に代える
ことができる。
ア 利付国債の提供（保管有価証券の取扱
店 日本銀行金沢支店）
イ 金融機関若しくは保証事業会社の保証
（取扱官庁 北陸農政局）
また、公共工事履行保証証券による保
証を付した場合又は履行保証保険契約の
締結を行った場合は、契約保証金の納付
を免除する。

 技術協力業務 免除
 技術提案書の無効 参加資格確認申請書及
び確認資料並びに技術提案書に虚偽の記載を
した者の技術提案書は無効とする。
 技術提案書作成の留意事項 技術提案書の
作成にあたっては、本公示手続に参加しよう
とする他の技術提案書提出者と技術提案の内
容等について、いかなる相談・協議等を行っ
てはならない。これに違反した場合は、本公
示手続に係る優先交渉権者として特定しない
ものとする。

 配置予定技術者の確認 優先交渉権者の特
定後、一般財団法人日本建設情報総合セン
ターの「工事実績情報システム（ＣＯＲＩＮ
Ｓ）」等により配置予定技術者の専任制違反の
事実が確認された場合、契約を結ばないこと
がある。なお、種々の状況からやむを得ない
ものとして承認された場合のほかは、配置予
定技術者の変更に伴う競争参加確認申請書の
差替えは認められない。また、優先交渉権者
は、本建設工事の契約締結までに、配置予定
技術者が営業所の専任技術者と重複していな
いことが確認できる資料を提出するものとす
る。
 手続における交渉の有無 無
 契約書作成の要否 要
 本建設工事に直接関連する他の工事の請負
契約を本建設工事の請負契約の相手方との随
意契約により契約を締結する予定の有無 無
 関連情報を入手するための照会窓口 上記
３のに同じ。
 一般競争参加資格の認定を受けていない者
の参加 上記２のに掲げる一般競争参加資
格の認定を受けていない者も、上記４の参加
資格確認申請書及び確認資料の提出及び上記
５の技術提案書の提出を行うことができる
が、上記６のに示す優先交渉権者の特定結
果通知の日において、上記２のに掲げる一
般競争参加資格の認定を受けていなければな
らない。
 電子入札について
 電子入札方式による手続き開始後に、紙
入札方式への途中変更は原則的に行わない
ものとするが、本公示手続の参加者にやむ
を得ない事情が生じた場合には、発注者の
承諾を得て紙入札方式に変更するものとす
る。
 電子入札方式に障害等やむを得ない事情
が生じた場合には、紙入札方式に変更する
場合がある。
 電子入札方式に係る運用については、「農
林水産省電子入札運用基準標準例」（北陸農
政局ホームページ：http://www.maff.go.
jp/hokuriku/bid/index.html）によるもの
とする。

 出来高部分払方式 本建設工事において、
中間前金払に代わり、既済部分払を選択した
場合は、短い期間で出来高に応じた部分払や
設計変更協議を実施する「出来高部分払方式」
を採用する。

 詳細は、説明書及び平成30年８月１日付け
北陸農政局の共同企業体資格審査申請の公示
による。

別表１
 説明書の交付期間 平成30年８月２日から
平成30年８月27日まで（行政機関の休日を除
く。）の午前９時から午後５時まで。
 参加資格確認申請書及び確認資料の提出期
間 平成30年８月２日から平成30年８月27日
まで（行政機関の休日を除く。）の午前９時か
ら午後５時まで。ただし、最終日については
午前12時までとする。
 技術提案書提出要請の通知の日付 平成30
年９月３日
 技術提案書の提出期間 平成30年９月３日
から平成30年10月４日まで（行政機関の休日
を除く。）の午前９時から午後５時まで。
 優先交渉権者の特定結果の通知の日付 平
成30年12月３日
※「行政機関の休日」とは、行政機関の休日に
関する法律（昭和63年法律第91条）第１項に
規定する行政機関の休日をいう。

９ Summary

 Official in charge of disbursement of the

procuring entity : Toru Okuda, Director Ge‑

neral of Hokuriku Regional Agricultural

Administration Office

 Classification of the services to be pro‑

cured : 41

 Subject matter of the contract : Construc‑

tion work of the shinkawakako natural

drainage guttery, The Shinkawaryuuiki

2nd, agricultural irrigation project

 Time limit for the submission of applica‑

tion forms and relevant documents for the

qualification : 12 : 00 P.M., 27 August, 2018

 Contact point for tender documentation :

Mikinao Fukuda, First Technical Review

Section, Design Division, Rural Develop‑

ment Department, Hokuriku Regional Ag‑

ricultural Administration Office, 2260
Hirosaka Kanazawa city Ishikawa prefec‑

ture 9208566 Japan. TEL 0762632161
ex. 3523
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